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新
設
「い
ず
み
会
室
」

新
た
な
活
動
の
拠
点
と
し
て

会
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石
井
岱
三

盆目同６
題
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昨
年
６
月
よ
り

「
い
ず
み
会
」
の
会
長

に
就
任
し
て
一
カ
年
の
月
日
が
経
過
し
ま

し
た
。
本
年
５
月
３．
日
の
幹
事
総
会
に
て

事
業
と
会
計
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
は
散
々
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
救

い
は
会
計
面
の
係
数
は
正
確
で
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
い
ず
み
会
員
数
は
二
万
人

を
越
え
て
い
る
大
集
団
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
会
の
運
営
や
組
織
面
に
お
い
て
改
善

す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
業
務
実
施
に
は
会

員
数
が
多
く
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
少
々
無
理
な
状
況
が
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て

「
い
ず

み
会
室
」
を
大
泉
学
園
駅
前
に
新
設
し
て

ゆ
く
ゆ
く
は
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
い
ず
み
会

理
事
会
を
開
く
に
も
会
場
を
さ
が
す
の
に

苦
労
を
し
て
い
る
現
状
も
含
め
て
、
こ
の

際
い
ず
み
会
の
新
し
い
拠
点
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。
こ
の

「
い

ず
み
会
室
設
置
案
」
に
は
幹
事
総
会
の
出

席
者
の
７０
％
以
上
の
賛
同
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果

「
い
ず
み
会
室
」
は
開

設
さ
れ
、
現
在
理
事
会

・
部
会
・
総
会
の

準
備
会
等
に
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
屋
の
管
理
に
つ
い
て
は
地
元
の
村

井
理
事

（高
６
期
）
に
依
頼
し
同
窓
会
員

に
は
開
放
す
る
仕
組
み

（下
記
参
照
）
に

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
留
守
役
に
は
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
で
大
泉
に
住
ん
で
い
る
同
窓
生

に
お
願
い
を
し
て
、
日
中
の
少
々
の
時
間

で
す
が
来
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
あ
り
ま

す
。
是
非
と
も
大
泉
在
住
の
人
で
時
間
に

余
裕
の
あ
る
人
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
費
と

し
て
、
年
間
百
万
円
く
ら
い
の
出
費
と
推

定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
会
員
の
中
で
約

五
千
人
く
ら
い
の
人
の
住
所
氏
名
や
生
存

等
の
確
認
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

人
た
ち
の
掘
り
起
こ
し
に
力
点
を
置
い
て

会
費
納
入
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て

維
持
管
理
は
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
拠
点
で
あ
る
い

ず
み
会
室
を
有
効
に
利
用
さ
れ
て
、
楽
し

く
て
思
い
出
の
あ
る
ク
ラ
ス
会
や
同
期
会

の
企
画
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

大
泉
高
校
も

「中
高
一
貫
校
」
の
指
定

を
受
け
て
そ
の
準
備
に
入
つ
て
来
ま
す
。

作
業
が
具
体
的
に
な
る
と
母
校
と
の
緊
密

な
連
携
を
と
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
は
拠
点
と
な
る
い
ず

み
会
室
が
有
効
と
な
り
母
校
に
も
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
い
ず
み
会

の
進
め
方
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
苦
楽
を

共
に
し
て
発
展
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
会
の
組
織

を
強
化
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
要
求
に
応

え
ら
れ
る
い
ず
み
会
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
母

名
称
＝
「
い
ず
み
会
室
」
と
す
る
。

目
的
＝
い
ず
み
会
会
員
の
集
う
場
所
と
す

る
。
ま
た
、
理
事
会

・
部
会
等
、
会
の
事

業
に
必
要
な
会
合
の
場
所
と
す
る
。

所
在
地
＝

〒
‐７８
‐鵬
　
練
馬
区
東
大
泉
６
１３４
‐３０

Ｓ
Ｋ
ビ
ル
３
０
５
号

大
泉
学
園
駅
南
口
よ
り
徒
歩
約
２
分

仕
様
＝
約
２０
耐

（ヵ
‐
ペ
ッ
ト
敷
き
）

水
道
・
ト
イ
ン
・
エ
ア
コ
ン
敷
設
、
座

卓

（電
話
は
検
討
中
）

利
用
方
法
＝
以
下
の
手
順
を
経
る
。

①
い
ず
み
会
Ｈ
Ｐ
の

「
い
ず
み
会
室
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る

「使
用
申
込
書
」
を

印
字
し
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
村
井

和
郎
理
事
宛
に
ＦａＸ
で
送
る
。

（ＦａＸ
＝
０
３
１
３
９
２
２
１
８
８
８
８
）

又
は
、
「申
込
書
」
の
郵
送
を
依
頼
し
て

申
し
込
む
。

②
使
用
が
認
可
さ
れ
れ
ば

「許
可
書
」
が

Ｆａｘ
等
で
返
送
さ
れ
て
く
る
。

③
室
の
鍵
の
受
け
渡
し
は
、
担
当
理
事
の

指
示
に
よ
る
。

④
室
内
は
禁
煙
。
使
用
後
は
清
掃
し
て
、

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

校
を
愛
す
る
心
と
同
様
に
い
ず
み
会
を
愛

す
る
心
を
持
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

いずみ会室

ν

い
ず
み
会
総
会

・
懇
親
会

１０
月
２６
日
０
午
後
１
時
よ
り

母
校
に
て
開
催

（詳
細
は
１２
面
じ

「い
ず
み
会
室
」
開
設
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定 時幹 事 総 会  出席 者 一 覧 徹称略)

登 録 幹 事 総 数 :623名    出席 幹 事 数 :78名    委 任状 提 出幹 事数 :236名
(幹事 )中 学 1期 :猪 俣 麟 二 郎 、大 和 田啓 三 朗 、春 日孟 、永 川俊 彦 、高校 2期 :櫻 井 宏 、武 見健

三 、 高校 3期 :長 谷川 浩 吉 、 熊 谷光 恭 、仙 田場一 、高校 5期 :青 山喜彦 、嶋 正彦 、高校 6期 :有

田二 郎 、石 井 岱 三 、今 村邦 夫 、工 藤 一 星 、杉 山肇 、高橋 保 孝 、西 日英 治 、村井和 郎 、神 田計子 、

舛 巴淳 子 、 高校 7期 :板 倉 克 明 、 山 田清子 、高校 8期 :新 井正 晴 、堤 美穂 子 、茂 木光 男、小熊坂

満 邦 、藤 井 元 孝 、 岡崎 美代 子 、高校 9期 :須 藤 一 彦 、清水信 、高木博 明、武市則 昭 、高校 10期 :

井 上 康 子 、保 延 義 夫 、野 口悦 子 、 日島寛 、藤 田肇、イリ11皓司、関 口昌子 、廣 川和 男 、鈴木 京子 、

高校 11期 :カロ藤 勇、 北上 俊 人 、 椎葉 亮 一 、富 田順 子 、高校 12期 :板 橋 昭 寿、 高校 13期 :丸 山和郎

山本 章 義 、 大 高光 蔵 、高 津幸 一 、佐 藤 克 子 、高校 14期 :布 施 百合 子 、浦 田佐恵 子 、高校 16期 :鈴

木 哲 、大 場 修 一 、高校 18期 :杉 山明 美 、安斉 秀 行 、 高校 20期 :土 肥 暁美 、金子研 一 、宮本正 信 、

高校 21期 :吉 田佐 由美 、高校 22期 :花 澤 亮 司 、 高校 24期 :真 柳 仁 、 高校 27期 :宇 野イ申一 、高校 28

期 :野 島 陽子 、西 澤 正博 、高校 29期 :斎 藤俊 夫、 大久保 靖 、 高校 30期 :篠 原裕 、高校 31期 :原 秀

年 、 高瀬 浩和 、和 藤真 由子 、 高校 32期 :仲 澤 浩一 、 高校 47期 :戸 田寛 子 、高校 48期 :門 脇 卓也 、

高校 50期 :植 本寸直 人 、 高校 53期 :山 元早 苗    合計 78名

平
成
１５
年
５
月
３．
日

（土
）
午
後
１
時

よ
り
、
母
校
会
議
室
に
お
い
て
定
時
幹
事

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
大
久

保
氏

（高
２９
期
）
の
進
行
に
よ
り
、
会
長

挨
拶
、
議
事
録
署
名
人

（神
田
氏
・
高
６

期
、
植
村
氏
・
高
５０
期
）
の
選
任
の
あ
と
、

議
長
に
桜
井
氏

（高
２
期
）
が
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「平
成
１４
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

決
算
報
告
」
に
つ
い
て
、
土
肥
理
事
お
よ

び
今
村
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
、
引
き
続

き
鈴
木
、
廣
川
両
監
査
役
か
ら
監
査
報
告

平成14年度 収支決算 平成15年度 収支予算

が
あ
り
ま
し
た
。
三
名
の
監
査
役
か
ら
は
、

二
通
の
監
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、

執
行
部
の
業
務
運
営
並
び
に
会
計
処
理
方

法
に
関
す
る
問
題
点
を
詳
細
に
ま
と
め
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
監
査
で
は
、
決
算
内
容
に
つ
い

て
不
正
な
公
金
使
用
は
な
い
も
の
の
、
い

ず
み
会
名
義
と
な
っ
て
い
る
預
貯
金
等
の

財
産
管
理
の
あ
り
方
、
前
受
会
費
の
取
り

扱
い
方
法
な
ど
、
お
も
に
従
前
か
ら
慣
例

と
な
っ
て
い
る
会
の
会
計
処
理
方
法
に
問

題
が
あ
る
と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
出
席
幹
事
か
ら
も
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
長
か
ら
会
計
処

理
方
法
の
見
直
し
と
、
会
則
の
変
更
を
検

討
す
る
委
員
会
を
早
急
に
設
置
し
て
来
年

度
幹
事
総
会
に
提
案
す
る
旨
の
意
向
が
示

さ
れ
、
こ
れ
を
条
件
に
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
は
拍
手
を
以
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。次
い
で
、
「
い
ず
み
会
室
の
開
設
」
に
つ

い
て
大
場
副
会
長
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
母
校
同
窓
会
事
務
室

（円
形
校
舎
３

階
）
の
利
用
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

現
状
と
、
い
ず
み
会
業
務
を
よ
り
一
層
効

率
的
に
行
う
た
め
に
は
業
務
遂
行
の
拠
点

が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
大
泉
学
園
駅
前

の
ビ
ル
に
年
間
１
２
０
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
部
屋
を
借
り
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幹
事
か
ら
は
年
間
百

万
円
超
の
維
持
費
が
会
の
財
政
に
与
え
る

影
響
や
部
屋
の
使
用
目
的
や
管
理
方
法
が

不
明
確
で
あ
る
点
な
ど
に
質
問
が
集
中
し

ま
し
た
が
、
会
計
部
か
ら
は
予
算
上
大
き

な
問
題
に
は
な
ら
な
い
見
通
し
が
示
さ
れ
、

ま
た
会
長
か
ら
は
、
部
屋
の
管
理
運
営
方

法
に
つ
い
て
、
広
く
会
員
全
体
に
と
っ
て

有
益
と
な
る
よ
う
早
急
に
検
討
し
た
い
と

の
回
答
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

３
番
目
に
、
「平
成
１５
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
の
あ
と
、
事
業
計
画
案
に
前
記

の
会
計
処
理
方
法
の
再
検
討
と
、
い
ず
み

会
室
開
設
に
伴
う
事
務
局
体
制
の
拡
充
に

関
す
る
文
言
の
追
加
提
案
を
入
れ
て
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

４
番
目
に

「
い
ず
み
会
規
則
の
一
部
改

正
案
」
に
つ
い
て
、
田
島
理
事
よ
り

「名

簿
部
」
の
名
称
を

「会
員
情
報
部
」
に
変

更
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

拍
手
を
以
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
役
員
人
事
の
変
更
、
各
期
幹

事
の
登
録
更
新
の
実
施
、
最
近
の
母
校
の

様
子
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
加
藤
副

会
長
の
閉
会
の
辞
を
以
て
総
会
は
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
幹
事
が
和
や

か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

収入の部

1新 入会員入会金 (280人)

2本 年度分会費 (2327人)

3本 年度分寄付

4雑 収入

52000年 名簿等売上

6総 会参加費

(単位 :円 )

1,400,000

2,327,000

685,500

175,258

171,000

344 000

収入の部

1新 入会員入会金

2本 年度分会費

3本 年度分寄付

4雑 収入

52000年 名簿等売上

6総 会参加費

7前 期繰越金から (※2)

(単位 :円)

1,395,000

3,044,000

1,221,500

50,000

90,000

375,000

398,860

当期収入合計

支出の部

1総 会費

2役 員、幹事会合費

3監 査役会費

4広 報費

5会 費関連経費
口座振替手数料 ・会計部活動費

6名 簿関連経費         490,000
名簿積立金 。新入会員名簿作成費・

名簿部活動費

7母 校連絡費

8会 員活性費

9消 耗品作成費

当期収入合計

支出の部

1総 会費

2役 員、幹事会合費

3監 査役員会費

4広 報費

5会 費徴収経費

6名 簿調査管理費

7母 校連絡費

8新 会員活性費

9雑 費

10名 簿積立金支出(次回分)

ll予 備費

12設 備、什器、備品費

13総 務部業務委託費

5,102,758

487,257

258,646

3,515

2,670,505

168,300

237,422

120,554

34,732

28,692

200,000

0

99,225

462,261

6,574,360

505,000

340,000

10,000

2,570,000

131.160

150,000

70,000

270,000

4,771,109

50,000

50,000

1,200,000

500,000
当期支出合計

当期収支の部

1当 期収入合計

2当 期支出合計

封筒作成費・振込用紙作成費

10什 器 ・備品 。設備費      238,200

20雑 費

30予 備費

40事 務局関連費
年間維持費・開設準備費

50業 務委託費 いずみ会財産目録
(2003331現 在 単位 :円)

当期支出合計

5,102,758  当期収支の部
4,771,109 1当 期収入合計

2当 期支出合計

6,574,360

6,574,360

6.574,360
当期収支差額

当期収支差額

前期繰越金 9,748,701
前期繰越金 (※3) 9.681.490

次期繰越金 (※ 1) 10,080,350 次期繰越金 9,681,490

注 :前年度次期繰越金 (※1)と 今年度前期繰越金 (※3)の 差額は、今年度収入の部に前期繰越金

の一部 (※2)を 計上した会計処理により減額したものである。

一般会計次期繰越金

前受会費等及び利息

名簿発行引当金

合 計

同窓会名簿(2000年発行)

パソコン(購入分)

プリンター

パソコン(リース分)

10,080,350

18,564,456

3,143,232

31,788,038

657冊

3台

1台

2台
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「中
高

一
貫
校
」

前
号
の
編
集
時
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
未
だ
に
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
描
け
な
い
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
年
の
６
月
に
母
校
の
奈
良
教
頭

先
生
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
伺
い
ま
し

た
。
『都
は
、
都
立
高
校
の
大
学
進
学
効
率

を
高
め
よ
と
い
う
都
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
各
学
区
の
上
位
校
を
一
貫
校

に
指
定
し
、
生
徒
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
勉

強
さ
せ
て
大
学
受
験
に
備
え
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

中
学
・
高
校
が
純
粋
に
一
貫
し
て
い
る

学
校
と
す
る
の
か
、
高
校
入
試
も
行
う
中

高
併
設
校
と
す
る
の
か
、
ま
た
規
模
は
ど

の
程
度
の
も
の
に
な
る
の
か
等
は
今
の
と

こ
ろ
未
定
で
あ
る
。

大
泉
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度

か
ら
の
実
施
の
予
定
だ
が
、
自
鴎
高
校
等

の
学
校
で
は
１７
年
度
以
降
順
次
実
施
さ
れ

て
ゆ
く
の
で
、
こ
れ
ら
の
先
行
校
の
実
例

を
勘
案
し
つ
つ
準
備
を
進
め
た
い
。
現
時

点
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
大
泉
高
校
と

し
て
の
態
勢
作
り
は
し
て
い
な
い
。』

と
こ
ろ
で
、
意
外
に
も
現
役
の
大
泉
高

校
生
た
ち
が
、
こ
の
問
題
に
広
く
深
く
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
生
徒
会
の
一
組
織

で
あ
る
新
聞
小
委
員
会
が
、
昨
年
１２
月
に

発
行
し
た

『大
泉
高
校
新
聞
』
第
１
８
４

号
は
、
全
２
ペ
ー
ジ
を
こ
れ
に
関
す
る
特

集
に
あ
て
、
教
育
庁
。他
県
の
既
実
施
校
・

私
立
高
校
等
へ
の
取
材
、
本
校
生
徒
た
ち

の
意
識
調
査
、
編
集
委
員
の
論
説
、
最
後

に

「特
集
を
考
え
る
」
と
い
う
総
括
の
コ

ラ
ム
で
見
事
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
論
説
に
曰
く
、
「生
徒
で
あ
る
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
今
の
大
泉
高
校
生

と
し
て
、
後
輩
た
ち
に
何
を
伝
え
何
を
残

し
て
い
き
た
い
か
を
今
考
え
る
こ
と
で
は

な
い
か
。
大
泉
高
校
は
変
わ
っ
て
ゆ
く
か

も
知
れ
な
い
が
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
主
自
律
の
精
神
、

大
泉
高
校
生
と
し
て
の
誇
り
、
ま
た
今
こ

こ
に
あ
る
笑
顔
、
つ
ま
り
は
大
泉
高
校
生

の

″心
意
気
″
だ
。
制
度
は
変
わ
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
後
退
す
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
の
発
展
の
場
と
し
て
の
母
校
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
。」
と
。

こ
の
論
説
の
趣
旨
は
、
わ
れ
わ
れ
い
ず

み
会
会
員
の
母
校
に
対
す
る
基
本
的
な
心

情
と
一
致
し
て
い
ま
す
ね
。
さ
て
、
会
と

し
て
こ
の
問
題
に
ど
ん
な
寄
与
が
出
来
る

で
し
ょ
う
か
。
（ン」う
書
い
た
生
徒
も
、
来

年
は
い
ず
み
会
の
会
員
と
な
り
ま
す
。）

現
在
の
役
員
は
、
平
成
１５
年
度
末
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

役
員
は
い
ず
み
会
の
発
展
の
た
め
、
理

事
会
等
の
会
合
に
出
席
し
、
事
業
を
検
討

し
、
ま
た
会
員
と
の
パ
イ
プ
役
を
し
ま
す
。

現
在
、
期
の
幹
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
同
期
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
方

が
望
ま
し
い
で
す
。
選
挙
要
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１
，
次
期
い
ず
み
会
役
員
の
選
任
は
来
年

度
定
時
幹
事
総
会

（日
時
未
定
）
に

お
い
て
行
い
ま
す
。

２
．
各
役
員
選
挙
に
対
す
る
立
候
補
届
並

び
に
推
薦
届
の
受
付
期
間
は
、
平
成

・５
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
１６
年
１
月

３．
日
迄
で
す
。

３
。
立
候
補
届
・
推
薦
届
は
、
下
記
の
事

項
を
明
記
し
、
い
ず
み
会
選
挙
管
理

事
務
局
に
郵
送
下
さ
い
。
（記
載
漏
れ

顆
∃
到
―
―

副
会
長
の
角
原
佑
一
氏

（高
１０
期
）
は
、

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
平
成
１５
年
１
月
を

も
っ
て
役
員
を
退
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
残
任
期
間
中
、
田
島
寛
氏

（高
１０

期
）
が
副
会
長
代
行
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
情
報
部
長
は
大
軒
史
子
氏

全局
９
期
）
か
ら
桜
井
宏
氏

全局
２
期
）
に

交
代
し
ま
し
た
。

幹
事
総
会
報
告
に
も
あ
る
と
お
り
、
事

務
局
内
の

「名
簿
部
」
は
、
よ
り
活
動
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
し
て

「会
員
情

報
部
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
員
情
報
の
充
実
に
努
め

ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

が
あ
る
と
、
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

４
．
届
け
の
受
理
確
認
は
、
平
成
１６
年
２

月
中
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

５
。
郵
送
先

〒
‐７８
‐鵬
　
練
馬
区
東
大
泉
６
１
３４
‐
３０

Ｓ
Ｋ
ビ
ル
３
０
５
号
　
い
ず
み
会
室
内

い
ず
み
会
選
挙
管
理
事
務
局

記

届
出
書
に
明
記
す
る
事
項

①
立
候
補
ま
た
は
推
薦
す
る
役
職
名

公
バ

長
・
副
会
長
・
理
事
。
監
査
役
）

②
立
候
補
者
ま
た
は
被
推
薦
者
ご
本
人
の

氏
名
。
期
。
住
所
。
電
話
番
号

（あ
れ

ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

③
推
薦
届
の
場
合
は
推
薦
人
の
氏
名
。

期
・
住
所
。
電
話
番
号

（あ
れ
ば
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）

④
立
候
補
ま
た
は
推
薦
の
理
由
（２
０
０

字
以
内
）

来
年
は
い
ず
み
会

役
員
改
選
で
す

名
簿
部
か
ら
会
員
情
報
部

ヘ

平成15年度 事業計画

1.総会の開催

平成15年10月26日(日)母校にて開催予定。

前半は、理事会の進行でいずみ会の活動

や母校関連事項の報告、後半の懇親会は、

高校卒業期の下一桁が3の期による「3

の会」を結成し、企画・運営にあたる。

2.会報の発行

広報部として次の事業を行う。

①会報いずみ第47号を平成15年10月1日

に発行予定。

②ホームページの充実。
3.会員情報の整理

会員情報部として次の事業を行う。

①住所不明者の判明率の向上をはかるた

め、名簿幹事の集いを年2回開催する。

②インターネットを通じての情報提供に

も積極的に対応し、ホームページの住

所情報サイトに反映する。

③「高校54・55。56期名簿」を作成し、

「2000年名簿」と共に新入会員に配布す

る。

④同期会支援のために、案内発送用のラ
ベルを作成・送付する。

⑤名称の改称。(平成15年5月31日)

4.母校との連絡

①平成16年3月15日に、いずみ会入会式

を開催する。

②平成15年9月20。21日予定の母校文化

祭に参加する。

③母校関係者と交流会を開催し、母校と

の緊密化をはかる。

5.会財政管理

会計部として次の事業を行う。

①会費・寄付金・入会金等の管理および

適切な執行。

②会費納入率の向上推進。

③前年度監査報告に基づく会計処理方法

の抜本的な見直し。
6.その他の事業
いずみ会の活動を推進するため次の事業

を行う。

①幹事総会の開催。(平成15年5月31日)

②理事会・監査会の開催。

③各期幹事の登録更新。

④若手幹事の積極的参加を呼びかける。

⑤いずみ会室開設に伴い事務局の常設化

を目標に体制の拡充に努める。

⑥その他。

平成14年度 事業報告

1.6月16日(日)定時幹事総会が母校会議室

にて開催され、平成13年度事業報告・決

算、平成14年度事業計画・予算案が承認

され、「会報部」を「広報部」に改称する

件、役員改選事項、母校の支援策などに

ついて、活発な意見が交わされました。

2.会報いずみ第46号を10月1日に発行し、

いずみ会活動状況、母校60周年記念協賛

事業、会員・OB・OG会情報、新役員紹

介等の記事を掲載し、全会員及び教職員

に送付しました。

3.10月27日(日)、いずみ会の総会、懇親会

を母校にて開催しました。

懇親会は高校卒業期の下一桁が2の期が

「2の会」を結成して企画立案。運営にあ

たり、会員・恩師合わせて140名余が出席

しました。

4.名簿幹事の集いを年3回開催し、住所不

明者の判明率の向上をはかりました

`またインターネットを通じての情報にも積

極的に対応し、ホームページ住所情報サ

イトに反映させました。

5。いずみ会ホームページに、幹事総会議

事録やいずみの広場の記事等を掲載し、

同期会、クラブ・OB・OG会等関連には、

独自のサイトをもつ期にリンクができる

ように設定し、会員相互の交流を支援し

ました。

6. 9月21・22日に開催された母校文化祭ヘ

参加し、「いずみの広場」において「いず

み会文庫」一覧を配布すると共に、展示

された蔵書を通して母校の後輩や来場者

との交流をはかりました。

7.総会・懇親会において、若手幹事に積極

的な参加を呼びかけ、会場においての交

流をはかりました。

8.平成15年3月13日(木)、新卒業生(高55

期)のいずみ会入会式を開催し、活動への

参加を呼びかけました。

9。おもに会費未納者の会費納入促進をはか

るため、会報発送時に同封する会費振込

用紙に住所や納入状況等の個人データを

印字したものを発送して、大幅な納入件

数の増加を得ることができました。

10.事務局業務の軽減を図るため、事務作業

の外注化を進めました。

11.かねてから懸案であった、各期幹事の登

録見直し作業を、各期の代表の幹事に依

頼し、直接いずみ会活動に携わる幹事の

登録を依頼しました。
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昨
年
度
の
い
ず
み
会
の
総
会
は
、
平
成

・４
年
１０
月
２７
日
（日
）
に
母
校
で
開
催
さ
れ
、

一
四
三
名
の
会
員
と
学
校
側
校
長
先
生
ほ

か
三
名
、
恩
師
三
名
の
一
四
九
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

・２
時
過
ぎ
か
ら
、
１
号
棟
玄
関
ロ
ビ
ー

で
出
席
者
の
受
付
が
開
始
さ
れ
、
例
年
よ

り
出
足
が
良
く
、
開
会
を
待
つ
会
場
の
視

聴
覚
教
室

（２
号
棟
３
階
）
は
、
ほ
ぼ
満

席
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

定
刻
１
時
に
大
久
保
理
事

（高
２９
期
）

の
司
会
進
行
で
総
会
は
開
会
さ
れ
、
ま
ず
、

同
年
６
月
に
田
中
前
会
長

（現
顧
間
）
か

ら
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
た
石
井
新
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
就
任
後
の
同
窓
会
の
活
動

や
事
業
の
状
況
へ
の
印
象
や
今
後
の
運
営

の
拡
充
策
等
に
つ
い
て
、
所
信
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
母
校
の
高
橋
公
治
校
長
先
生

か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
母
校
を
巡
る
状
況

に
つ
い
て
、
特
に
母
校
が
平
成
２２
年
か
ら

中
高
教
育
一
貫
校
の
指
定
を
受
け
、
今
後

そ
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

が
必
要
と
な
る
旨
の
ご
報
告
が
あ
り
、
今

後
の
同
窓
会
の
支
援
、
協
力
が
期
待
さ
れ

る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
大
場
副
会
長
か
ら
、
平
成
１４

年
度
の
事
業
の
進
捗
状
況
や
、
文
化
祭
に

お
い
て

「
い
ず
み
の
広
場
」
を
活
用
し
て

「
い
ず
み
会
文
庫
」を
紹
介
し
、
好
評
で
あ

っ
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
定
刻
の
午
後
１
時
２０
分
過
ぎ
に
総
会

は
終
了
し
、
「２
の
会
」
が
企
画
・運
営
す

る
懇
親
会
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

「輪
っ
と
集
ま
っ
て
」
「さ
っ
と
散
り
」

そ
ん
な
懇
親
会
で
し
た
。

遅
れ
ば
せ
の

「２
の
会
」
の
発
進
で
し

た
。
年
齢
差
の
大
き
な
集
ま
り
で
す
が
、

い
と
も
簡
単
に
、
お
互
い
に
す
こ
し
ず
つ

の
遠
慮
を
も
ち
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

に
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
、
こ
れ
は
我
々
が
、

こ
れ
は
わ
た
し
達
が
と
役
割
分
担
も
ス
ム

ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
。

さ
て
、
当
日
は
受
付
を
済
ま
す
と
す
ぐ

に
、
福
引
の
箱
み
た
い
な
も
の
。
手
を
い

れ
、
で
て
く
る
の
は

「花
札
」、
「こ
れ
は

な
に
？
」
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
、
こ
こ

か
ら
賑
々
し
く
会
場
へ
。
昨
年
に
引
き
つ

づ
き
、　
一
番
若
い
「２
の
会
会
員
」
に
よ

る
「司
会
」、
初
々
し
く
一
生
懸
命
し
き
っ

平
成
１４
年
９
月
２．
日
（土
）
・
２２
日
（日
）

の
両
日
、
大
泉
高
校
の
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

い
ず
み
会
も
、
在
校
生
や
保
護
者
の

方
々
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、
平
成
１１

年
よ
り
文
化
祭
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
回
は
前
年
ま
で
の
講
演
会
を
中
心
に
し

た
も
の
か
ら
一
変
し
、
「
い
ず
み
会
文
庫
」

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
元
教
職
員
や
卒
業
生

の
方
達
の
著
書
、
約
一
四
〇
冊
を

「
い
ず

み
の
広
場
」
（４
号
棟
３
階
、
図
書
室
前
）

に
展
示
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
云
う
こ
と
で
、
来
場

者
が
何
人
位
あ
る
の
か
、
役
員
一
同
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
で
二
三
八

名
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
担
当
者
は
大
忙

し
で
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「輪
な
げ
」
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
受
付
で
手
に
し
た
花
札
は
こ

の
グ
ー
ム
の
た
め
の
チ
ー
ム
づ
く
り
の
も

の
で
す
。
「松
」
「梅
」
「桜
」
。
・
。
「わ
。

な
。げ
？
」
な
ど
と
み
く
び
っ
て
い
た
「御

仁
」
た
ち
も
や
っ
て
み
れ
ば
こ
れ
が
以
外

に
難
し
く
、
あ
れ
？
ア
ン
？
あ
れ
？
歓
声

と
た
め
息
、
老
い
も
若
き
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て

「輪
」
に
因
ん
だ

「賞

品
」
が
た
～
く
さ
ん
。
そ
の
間
に
胸
の
名

札
を
た
よ
り
に
、
片
手
に
箸
、
片
手
に
皿
、

そ
し
て
飲
み
放
題
、話
の
花
が
さ
き
ま
し
た
。

短
時
間
で
結
成
さ
れ
た

「２
の
会
」
で

し
た
が
、
日
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
み
な
さ

ん
が
黙
々
と
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当

に
よ
い

「懇
親
会
」
が
で
き
た
と
自
画
自

賛
し
て
、
次
回
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

広
場
に
設
置
し
て
あ
る
創
立
時
の
教
員

用
机
や
木
製
丸
テ
ー
ブ
ル
、
音
の
校
舎
等

を
写
し
た
パ
ネ
ル
が
好
評
で
し
た
。
「
い
ず

み
会
文
庫
」
の
目
録
も
掲
示
し
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
達
は
、
展
示
物
を
興
味

深
げ
に
見
る
一
方
で
、
入
試
制
度
改
革
に

よ
り
来
年
か
ら
希
望
の
都
立
高
校
を
受
験

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
大
泉
高

校
が
中
高

一
貫
教
育
高
に
選
ば
れ
た
話
な

ど
を
、
応
接
す
る
理
事
の
面
々
と
熱
心
に

話
し
込
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

一
方
、
窓
の
外
か
ら
は
３
年
６
組
に
よ

る

「ソ
ー
ラ
ン
節
と
餅
つ
き
大
会
」
の
元

気
な
声
、
会
場
入
口
前
の
和
室
か
ら
は
等

曲
部
に
よ
る
琴
の
優
雅
な
音
色
が
響
き
、

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
は
本
当

に
満
足
し
て
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。

平
成
１５
年
３
月
１４
日
（金
）
の
卒
業
式
に

先
立
つ
３
月
１３
日
（木
）
の
卒
業
式
予
行
の

機
会
を
利
用
し
て
、
例
年
の
と
お
り
同
窓

会
入
会
式
が
、
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

石
井
会
長
の
代
理
で
、
加
藤
副
会
長
が

同
窓
会
の
あ
ら
ま
し
と
意
義
と
を
全
卒
業

生
に
話
し
た
あ
と
、
大
場
副
会
長
が
新
幹

事
一
人
一
人
の
名
前
を
呼
び
登
壇
し
て
も

ら
い
、
委
嘱
状
を
手
渡
し
た
後
、
新
会
員

全
員
に
会
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
教
室
で
い
ず
み
会
作
成
の

「高
校
５４
・５５
期
名
簿
」
と

「
二
〇
〇
〇
年

名
簿
」
お
よ
び
ズ
本
報
い
ず
み
第
４６
号
」が

二
七
九
名
の
新
入
会
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

左
に
掲
げ
た
幹
事
リ
ス
ト
は
、
高
校
５５

期
の
幹
事
の
方
々
で
す
。
若
さ
と
い
う
武

器
の
パ
ワ
ー
と
智
恵
を
新
幹
事
の
皆
様
に

発
揮
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

校
門
か
ら

木
も
立
派
に

も
再
開
発
で

し
た
。
文
化

て
い
ま
す
。

徒
が
元
気
に

見
に
い
ら
っ

顆

1′咀 小林 洋平

柳沢 猛

伊藤 和樹

二瓶 萌

下田 紗代

直井 麻実子

坂田 惟之

山田 巧美

三谷 卓

吉井 理香子

二宮 恭介

崎口 愛美

伊藤 啓悟

三尾 涼子

高校55期

幹事一覧

2組

3′咀

4イ咀

5組

6組

7′且
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大
泉
高
校
に
今
年
度
校
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
藤
井
文
雄
で
す
。
日
頃
よ
り
、

本
校
の
教
育
に
対
し
て
同
窓
会
か
ら
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
大
泉
高
校
は
、
私
に
と
っ
て
は

都
立
の
中
で
も
あ
こ
が
れ
て
い
た
高
校
で

し
た
の
で
、
嬉
し
さ
と
共
に
責
務
の
重
大

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
都
立
高
校
も
大
き

な
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
、
本
校
は
平
成

２２
年
度
に
は
、
中
高
一
貫
校
と
し
て
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
て
い

百
日
引
到
‐

▽
陸
上
部

３
年
生
の
水
野
智
深

（さ
と
み
）
さ
ん

は
６
月
に
前
橋
市
で
行
わ
れ
た
南
関
東
大

会
の
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ボ
ル
種
目
に

都
代
表

（６
人
）
の
一
人
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
「緊
張
し
て
し
ま
っ
て
実
力
を
出

し
き
れ
ず
、
上
位
進
出
は
果
た
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。」
と
語
っ
た
彼
女
は
、

昨
年
秋
に
も
関
東
高
校
新
人
大
会
の
都
代

表

（３
人
）
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
大
泉
高
校
で
は
１０
何
年
ぶ
り
の
快
挙
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
と
も
部
活

の
合
宿
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
技
を
磨
き
、

秋
の
国
体
予
選
東
京
大
会
に
も
出
場
す
る

予
定
で
、
「体
育
科
の
あ
る
大
学
に
進
ん
で

陸
上
を
続
け
ま
す
」
と
の
明
快
な
言
葉
が

爽
や
か
で
し
た
。
頑
張
れ
！

ま
す
。
大
泉
の
良
き
伝
統
と
校
風
を
継
承

し
つ
つ
、
都
立
の
星
と
し
て
の
大
泉
高
校

の
創
造
に
尽
力
す
る
覚
悟
で
す
。

「自
己
に
厳
し
く
、
他
者
に
温
か
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
生
徒
や
教
職
員
と

積
極
的
に
接
し
て
、
大
泉
高
校
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
都
立
高
校
で
は
、
学
校
経

営
計
画
を
作
成
、
公
表
し
年
度
末
に
学
校

評
価
を
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
の
紹
介
と
同
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（Ｕ
Ｒ
」
は
・２
面
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
母
校
の
様
子
を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

最
後
に
、
本
校
の
現
役
の
生
徒
の
た
め

に
、
同
窓
会
の
方
々
の
お
力
を
借
り
た
い

場
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
新
聞
小
委
員
会

昨
年
秋
、
第
１８
回
東
京
都
高
等
学
校
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
「佳
作
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
中
に
発
行

さ
れ
た

「大
泉
高
校
新
聞
」
の
２
つ
の
号

が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の

１
つ
は
、
学
校
に

「機
械
警
備
」
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
内

容
と
実
際
例
と
を
広
く
取
材
し
つ
つ
、
学

校
と
い
う
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
そ
の
制
度
の

実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

次
の
号
は

「大
泉
高
校
の
自
由
と
は
何

か
」
と
い
う
、
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
「自
堕
落
に
流
れ
ず
に
自
主
自
律

を
」
と
訴
え
る
論
陣
を
張
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
完
全
な

「学
校
週
５
日
制
」
が

始
ま
っ
た
時
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
い
問

題
提
起
で
し
た
。
と
も
に
、
生
徒
自
身
の

学
校
生
活
に
直
接
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
、

４
月
８
日
＝
入
学
式

５
月
７
日
＝
体
育
祭

９
月
２０
／
２．
日
＝
文
化
祭

１０
月
１４
日
＝
開
校
記
念
日

平
成
１６
年

１
月
２．
～
２４
日
＝
２
年
生
Ｈ
Ｒ
合
宿

３
月
１５
日
＝
い
ず
み
会
入
会
式
（高
５６
期
）

３
月
１６
日
＝
卒
業
式

今
年
の
体
育
祭
は
ま
あ
穏
や
か
な
天
候

に
恵
ま
れ
た
と
言
え
ま
す
。
生
徒
諸
君
が
、

組
に
よ
っ
て
色
分
け
さ
れ
た
カ
ラ
Ｉ
Ｔ
シ

ャ
ツ
の

「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
を
着
て
、
走

り
、
ぶ
つ
か
り
、
踊
り
ま
わ
る
さ
ま
は
ま

さ
に
百
花
線
乱
。
特
に
、
２０
人
で
作
る
百

足
競
争
の

″百
足
″
た
ち
が
競
り
合
う
場

面
は
、
ま
る
で
ブ
ル
ー
、
オ
レ
ン
ジ
、
グ

リ
ー
ン
な
ど
の

″人
間
列
車
″
の
競
走
で

す
。
途
中
停
車
と
再
発
車
の
繰
り
返
し
、

そ
の
懸
命
さ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
し
た
。

「
記
者
」
た
ち
は

一
生
懸
命

に
そ
れ
ら
の
難

問
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

い
う
姿

勢

と
、
引
き
締
ま

っ
た
読
み
や
す

い
文
章

と
が
受
賞

の
ポ
イ

ン
ト
に
な

っ
た
の
で
し

、ょ
，つノ。

【転
出
ら
退
職
】

校
長
生
物
化
学
物
理
家
庭
英
語

（　
）
内
は
転
出
先
等

高
橋
公
治

（退
職
）

稲
垣
　
希

（広
尾
）

長
島
宏
希

（光
丘
）

橋
本
道
雄

（練
馬
）

斉
藤
弘
子

（退
職
）

諌
山
和
可

（小
山
台
）

佐
藤
克
子

（退
職
）

瀬
谷
二
郎

（富
士
）

菊
池
保
夫

（練
馬
）

清
水
英
雄

（多
摩
工
）

窪
谷
有
理
子

（大
崎
）

岩
城
和
夫

（退
職
）

内
は
前
任
校
等

藤
井
文
雄

（東
村
山
西
）

荒
木
敦
史

（両
国
）

飯
田
一
史

（新
規
採
用
）

田
中
良
和

（青
井
）

高
橋
洋

一
（王
子
工
）

原
田
光
男

（武
蔵
村
山
東
）

立
川
仁
美

（牛
込
商
）

大
川
真
理
子

（大
森
東
）

吉
澤
博
志

（杉
並
）

小
島
直
子

（新
規
採
用
）

鈴
木
公
春

（向
丘
）

神
成
恵
美

（健
康
局
）

辰
巳
　
謙

（北
豊
島
工
）

【国公立大学】宇都宮 1、筑波 1、埼玉 9(5)、千葉 1、東京学芸 5(2)、東京工業

1、東京農工 3(1)、電気通信 1、一橋 1(1)、横浜国立 1、新潟1(1)、大分医科1

(1)、 琉球 1、都立 7(2)埼 玉県立 1、 防衛 2 計37名 (内 既卒者13名)

【私立大学】青山学院21(4)、亜細亜 4(2)、 大妻女子 2(2)、 学習院15(5)、北里 3

(2)、杏林 1(1)、 慶應義塾 7(4)、 工学院3(2)、 國學院 5(1)、 国際基督教 1、国

士舘 3、駒沢17(5)、芝浦工業 8(1)、 上智14(5)、昭和女子 1、昭和薬科 3、、成曖

23(7)、成城 4(2)、 専修 9(3)、 創価 5、大東文化 5(1)、 玉川 3(2)、 多摩美術 1

(1)、中央31(13)、津田塾 3、帝京 5(2)、 東海 1、東京家政 2(1)、 東京経済 2

(1)、東京工科 2、東京女子 6(1)、 東京電機10(5)、東京農業 2(1)、 東京薬科 1、

東京理科22(7)、東邦 4(4)、 東洋21(7)、獨協 6、 日本27(8)、日本社会事業 6

(3)、 日本女子11(5)、日本女子体育 1、法政36(18)、武蔵23(6)、武蔵工業 3(1)、

明治43(19)、明治学院11(4)、明治薬科 3(1)、 立教37(13)、早稲田42(24)、立命館 2

(1)、聖徳 1、東京工芸 2、東京女子医科 1(1)、 日本赤十字看護 1、文化女子 2、文

教 4(4)、 星薬科 1、武蔵野女子 1(1)、 その他    計563名
(内 1浪 209名)

【短期大学】都立 1、青山学院女子 1、駒沢女子 1、昭和女子 1、日赤武蔵野 1、立教

女学院 1、 東京成徳 1、 その他 計 9名

【専門学校の主なもの】日本電子専門学校、文化服装学院、都立広尾看護専門学校、東

邦学院音響、他

【就職者】なし

霧霧霧抒肇羹

霧霧霧肇肇肇歪雀撃場基旱資天
司  
⌒

書  v

平
成
１５
年
度
年
間
行
事

教
職
員
人
事
異
動
（敬
称
略
）

進皇i確:状ジ](内は1浪、内数)  2003年度版「進路の手引き」母校進路部による
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酬
恩
師
近
況

こ
の
六
月
、

・３
期
の
同
期

会
に
出
席
し

ま
し
た
。
皆

さ
ん
還
暦
を

迎
え
ら
れ
た

と
の
こ
と
、
本
当
に
月
日
の
た
つ
の
が
速

い
な
あ
と
い
う
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
。
こ

の
学
年
は
、
私
が
大
泉
高
校
で
最
初
に
担

任
を
し
、
し
か
も
私
が
結
婚
し
た
時
の
学

年
と
い
う
思
い
出
深
い
学
年
で
し
た
。
次

に
担
任
し
た
学
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
が
開
催
さ
れ
、
私
も
生
徒
を
連
れ
、
野

球
応
援
に
行
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
最
後
に
担
任
を
し
た
学
年
は
４．
年
に

入
学
し
た
生
徒
で
、　
一
年
の
時
の
み
担
任

し
、
転
勤
し
ま
し
た
。
当
時
十
年
以
上
同

一
校
に
勤
務
で
き
な
い
規
定
に
従
っ
た
の

で
す
。
元
気
な
一
年
生
で
、
丁
度
ビ
ー
ト

ル
ズ
が
来
日
し
た
こ
と
を
当
時
の
学
級
日

誌
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
泉
高
校
は
、

正
に
私
の
心
の
故
郷
で
す
。

牧
野
　
玲
子
国
語

昨
年
二
月
、

大
森
高
校
長

を
最
後
に
都

高
校
を
定
年

退
職
し
ま
し

た
。
余
生
を

楽
し
も
う
と
夢
見
た
の
が
、
図
ら
ず
も
母

校
小
石
川
高
校
の
嘱
託
員
と
な
り
、
後
輩

の
た
め
に
と
粉
骨
砕
身

（？
）
す
る
中
に
、

又
も
や
図
ら
ず
も
聖
心
女
子
学
院
に
ご
縁

が
で
き
、
こ
の
四
月
よ
り
中
・
高
等
科
の

教
頭
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
自
身
の

高
校
生
活
も
含
め
四
一
年
間
を
都
立
高
校

で
過
ご
し
た
身
に
と
っ
て
は
異
界
に
紛
れ

込
ん
だ
よ
う
な
気
分
で
す
。
幸
い
、
初
等

科
に
大
泉
３．
期
生
の
ベ
テ
ラ
ン
Ｎ
先
生
が

い
て
、
我
が
ク
ラ
ス

（高
２７
期
）
の
Ｓ
氏

と
野
球
仲
間
と
分
か
り
、
先
日
渋
谷
で
一

杯
、
超
ミ
ニ
同
窓
会
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

先
生

Ｓ

。

４８

～

６２

大
泉
に
骨

を
埋
め
る
つ

も
り
が
、
異

動
要
綱
の
変

更
で
転
勤
を

重
ね
、
今
は

調
布
南
高
校
に
い
る
。
大
泉
の
頃
は
柔
道

を
担
当
し
、
全
員
の
生
徒
と
乱
取
も
で
き

た
が
あ
の
体
力
は
も
う
な
い
。
今
な
ら
せ

い
ぜ
い
足
が
も
つ
れ
、
三
日
後
の
筋
肉
痛

が
関
の
山
。
当
時
投
げ
ら
れ
た
生
徒
に
と

っ
て
は
迷
惑
千
万
だ
っ
た
ろ
う
が
、　
一
人

ひ
と
り
と
直
に
組
み
攻
防
す
る
こ
と
で

個
々
の
人
柄
や
才
能
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
た
こ
と
は
大
き
い
。

都
立
高
校
で
は
今
、
魅
力
的
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
私
も
教
職
員
と
一

緒
に
な
っ
て
そ
の
成
果
を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
徒

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
に
は
、
柔
道

部
Ｏ
Ｂ
の
Ｏ
君
が
募
集
対
策
委
員
長
を
努

め
る
Ｔ
高
が
あ
る
。
大
泉
の
卒
業
生
は
手

強
い
が
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
。

津
田
　
晨
吾

先
生

社
会
　
Ｓ

ｏ
４９
～
６‐

オ

ン
の
生

徒

た

ち
Ｈ

み

ん
な

ど
う

し

て

い
る

か
な

あ

、

と
私

は

い

つ
も
思

っ

て
い
ま
し
た
。
君
ら
は
み
な
、
お
っ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
の
顔
に
は
な
ら
ず
、
十
代
の
顔

の
ま
ま
で
す
。
現
実
に
卒
業
生
の
誰
か
に

会
っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
あ
の
頃
の
顔
に

な
る
の
で
、
「お
い
」な
ん
て
声
を
か
け
て

し
ま
う
の
で
す
。

私
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
八
校
に
七
年
、

大
泉
に
十
二
年
、
田
無
工
高
に
十
六
年
間

勤
務
し
て
、
今
年
二
月
に
定
年
退
職
を
し

ま
し
た
。
大
泉
で
は
倫
社
と
現
社
を
担
当

し
、
マ
ン
研
と
ボ
ー
ト
部
の
顧
間
を
続
け

ま
し
た
。

四
月
か
ら
私
は
、
小
平
南
高
校
で
嘱
託

と
し
て
倫
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
女
生
徒

が
活
発
で
、
大
泉
の
女
生
徒
と
感
じ
が
似

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
寄
り
駅
は

国
分
寺
で
す
。
顔
を
見
せ
に
来
て
下
さ
い
。

霧

矧

司
俳
句
の
世

界
に
「不
易
・

流
行
」
と
い

う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
不

易
と
は
、
時

代
を
超
え
永
遠
で
あ
り
本
質
的
な
も
の
で
、

流
行
と
は
時
代
と
共
に
変
化
す
る
流
動
性

を
い
い
、
松
尾
芭
蕉
が

「奥
の
細
道
」
の

旅
の
途
中
で
、
天
地
自
然
の
運
行
や
人
間

の
生
活
の
中
に
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な

い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き

「不
易

流
行
」
と
い
う
世
界
観
に
達
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
泉
に
は
、
良
く
も
悪
く
も
世
の
中
の

流
行
に
は
関
係
の
な
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た

大
泉
時
間
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
ん
な
に
世
の
中
が
変
わ
っ
て
も
、

変
わ
ら
な
い
も
の
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
異
動
し
て
５
ヶ
月
、
自
分

自
身
に
と
っ
て
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な

い
も
の
は
何
か
、
言
い
聞
か
せ
つ
つ
、
過

ご
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

現
在
、
１０

月
上
旬
に
開

か
れ
る

『金

子
み
す
ず
を

歌
う
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ

―
卜
』
で
演
奏
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。彼
女
の
、自
然
や
生
き
る
も
の
全

て
に
対
す
る
愛
と
優
し
さ
に
満
ち
た
詩
の

世
界
を

，
ど
う
表
現
す
る
か
を
研
究
中
で
す
。

・７
年
間
勤
務
し
た
大
泉
高
校
は
、
夕
陽

に
映
え
る
木
造
校
舎
や
ポ
プ
ラ
並
木
の
光

景
が
印
象
深
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
青
春
の
時
を
刻
ん
だ
卒
業
生
た
ち
同
様

に
大
泉
高
校
は
私
に
と
っ
て
も
心
の
故
郷

で
す
。
私
の
気
力
年
齢
＝
実
年
齢
×
６０
％

で
、
こ
れ
か
ら
が
私
の
世
界
だ
と
い
う
気

持
ち
で
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
頑
張
っ
て
ね
！

（電
話
で
の
お
話
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。）

麒
颯
躙
輻
輻

「使
え
な
く
な
っ
た
ボ
ー
ト
を
学
校
に

持
っ
て
い
こ
う
。
ボ
ー
ト
競
技
が
ど
ん
な

も
の
か
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

部
員
も
増
え
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
。」

練
習
後
、
先
生
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
嶋
田
尚
先
生
は
ボ
ー

ト
部
の
顧
間
を
さ
れ
て
い
た
。
部
員
集
め

か
ら
練
習
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
先
生
が

ボ
ー
ト
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

学
校
か
ら
片
道
１
時
間
半
２
戸
田
ボ
ー

ト
コ
ー
ス
。
練
習
中
は
生
徒
の
伴
走
を
す

る
た
め
、
直
線
２
ｈ
の
コ
ー
ス
脇
を
、
自

転
車
で
何
度
も
何
度
も
往
復
さ
れ
て
い
た
。

日
が
落
ち
て
も
続
く
練
習
に
、
先
生
は
い

つ
も
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
関
東
大

会
出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
、
大
喜
び
で
真

っ
先
に
学
校
へ
報
告
さ
れ
た
先
生
。　
一
緒

に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
た
の
も
、　
一
緒
に

練
習
を
し
て
き
た
か
ら
だ
と
思
う
。

私
の
卒
業
後
、
部
員
の
減
少
に
拍
車
が

か
か
っ
た
。
天
フ年
が
正
念
場
で
す
。
新
入

生
の
勧
誘
・
練
習
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
」

そ
ん
な
連
絡
が
Ｏ
Ｂ
の
私
た
ち
に
も
入
っ

た
。
し
か
し
私
た
ち
は
数
え
る
ほ
ど
し
か

手
伝
い
に
行
け
な
か
っ
た
。

御
通
夜
で
、
私
の
知
ら
な
い
先
生
の
写

真
を
見
た
。
先
生
は
一
人
、
胸
に
大
き
く

「ボ
ー
ト
部
」
と
書
き
、
新
入
生
の
勧
誘
を

さ
れ
て
い
た
。
私
は
申
し
訳
な
く
思
い
、

同
時
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
先
生
の
お
顔

を
拝
見
し
、
お
別
れ
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ら
、

私
た
ち
は
あ
ん
な
に
ボ
ー
ト
に
打
ち
こ
め

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
「恩
師
」
と
い
う
言
葉

で
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
先
生
以
外
に
は

い
な
い
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（高
５２
期
　
岩
田
泰
典
）

S先

ぁ生
S
49

佐
藤

体幸
育夫

嶋田 尚 先生

1言IItti「量量』|

鰤

鋏
※
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が
人
生
の
転
機
で
し
た

～
賀
曽
利

隆
さ
ん
訪
問
～

バ
イ

ク

で
国
内

は
も

と
よ
り

世

界
各

地

を

駆

け

め
ぐ

り
、

活
躍

な
さ

っ
て

い
る
賀

曽

利
隆

さ

ん
。

先

日
、

伊
勢

原
市

の

ご
自
宅

を
訪

ね

て
、

お

話

を
伺

い
ま
し

た
。

（広

報

部
）

た
の
も
大
泉
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
体
験

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

＊
一
〇
歳
の
頃
か
ら
バ
イ
ク
に

一
〇
歳
の
と
き
、
遊
び
心
で
初
め
て
バ

イ
ク
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
宙
に

舞
う
よ
う
な
気
分
、
感
動
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

中
学
時
代
は
無
免
許
で
バ
イ
ク
を
乗
り
回

し
て
い
ま
し
た
。
別
に
カ
ミ
ナ
リ
族
だ
っ

た
訳
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
（笑
）

９
月
１
日
生
ま
れ
な
の
で
、
誕
生
日
当

日
、
２
学
期
の
始
業
式
を
サ
ポ
っ
て
免
許

を
取
り
に
行
き
、
そ
の
足
で
中
古
の
バ
イ

ク
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
や
っ
と
堂
々

と
乗
れ
る
と
思
う
と
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

で
も
、
高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
中
心
の

生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
に

行
っ
た
経
験
も
な
い
ん
で
す
よ
。

＊
ア
フ
リ
カ
縦
断
計
画

高
校
３
年
の
１
学
期
末
、
受
験
勉
強
の

気
晴
ら
し
に
仲
間
４
人
で
外
房
海
岸
へ
旅

を
し
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
見
え
る
海
の
広

さ
に
感
動
の
声
を
上
げ
、
広
さ
な
ら
ア
フ

リ
カ
の
大
地
が
上
だ
と
、
「
バ
イ
ク
で
の
ア

フ
リ
カ
旅
行
」
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
旅
の
あ
い
だ
、
皆
で
憑
か
れ
た
よ

う
に
ア
フ
リ
カ
の
話
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
学
期
ま
で
に
各
々
が
ア
フ
リ
カ
縦

断
計
画
を
練
っ
て
く
る
よ
う
約
束
し
て
分

か
れ
ま
し
た
。

特
別
ア
フ
リ
カ
に
興
味
が
あ
っ
た
訳
で

は
な
い
の
で
す
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、

日
常
か
ら
飛
び
出
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

ア
フ
リ
カ
、
憧
れ
の
世
界
の
象
徴
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。

９
月
１
日
、
始
業
式
の
後
で
我
々
４
人

は
、
当
時
北
口
の
パ
チ
ン
コ
店
２
階
に
あ

っ
た

「カ
ト
レ
ア
」
と
い
う
喫
茶
店
に
集

ま
り
、
持
ち
寄
っ
た
計
画
を
ま
と
め
ま
し

小
学
生
の
と
き
に
読
ん
だ
ス
ウ
ェ
ン
・

ヘ
デ
イ
ン
の

『タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
縦
断

記
』
に
感
銘
を
受
け
、
大
人
に
な
っ
た
ら

中
央
ア
ジ
ア
の
探
検
家
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
学
・
高

校
時
代
に
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
強
い
憧
れ

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

自
分
が
冒
険
家
な
ん
て
夢
物
語
の
よ
う
な

職
業
に
な
る
な
ん
て
こ
と
は
、
在
学
当
時

は
考
え
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
大
泉
時
代
は
サ
ツ
カ
ー
一
辺
倒

中
学
上
局
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中

だ
っ
た
ん
で
す
。
石
神
井
中
２
年
の
と
き

か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
入
部
し
た
頃
は

弱
小
だ
っ
た
チ
ー
ム
が
、
中
学
３
年
で
は

な
ん
と
都
大
会
決
勝
に
ま
で
進
出
し
ま
し

た
。
し
か
も
、
準
決
勝
で
は
自
分
が
決
め

た
ゴ
ー
ル
が
決
勝
点
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

当
時
の
大
泉
高
サ
ッ
カ
ー
部
は
名
門
で
、

自
分
た
ち
の
憧
れ
で
し
た
。
そ
れ
で
、
都

大
会
が
終
わ
っ
た
秋
か
ら
目
の
色
を
変
え

て
猛
勉
強
し
ま
し
た
。
大
泉
高
校
と
い
う

よ
リ
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
た
い
一
心
で
し

た
ね
。
３
か
月
程
度
の
受
験
勉
強
で
、
我

な
が
ら
よ
く
合
格
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

「強
運
の
賀
曽
利
」
っ
て
、
よ
く
言
わ
れ
る

ん
で
す
よ
。
今
ま
で
に
バ
イ
ク
で
一
〇
〇

万
肺
以
上
の
距
離
を
走
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
命
を
落
と
し
か
け
る
ス
ン
ス
ン
の
と

こ
ろ
で
何
度
も
助
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。

人
に
よ
っ
て
は
、
「悪
運
の
賀
曽
利
」な
ん

て
言
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
（笑
）

そ
ん
な
訳
で
、
大
泉
高
で
は
サ
ッ
カ
ー

一
辺
倒
の
毎
日
で
し
た
。
入
学
式
前
か
ら

春
休
み
の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
し
、

部
活
に
使
う
体
力
を
温
存
す
る
た
め
、
午

前
中
の
授
業
を

「自
主
体
講
」
に
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
物
理
の
佐
藤
正
先
生

が
心
配
し
て
よ
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
「賀
曽
利
、
お
前
ち
ゃ
ん
と
午
前

中
か
ら
学
校
に
来
い
よ
な
！
」
と
か
、
今

で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
自
分
た
ち
の
時
代
に
大
会

で
い
い
成
績
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

あ
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
蔭
で
体

力
の
基
礎
が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
、

現
在
ま
で
自
分
が
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
。
翌
春
の
受
験
を
突
破
し
て
、
２
年
間

バ
イ
ト
で
資
金
を
貯
め
た
後
、
休
学
し
て

ア
フ
リ
カ
ヘ
渡
る
。
「
こ
れ
は
カ
ト
ン
ア
の

誓
い
だ
！
」
と
。
旅
先
で
の
勢
い
そ
の
ま

ま
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
状
態
で
し
た
。

サ
ツ
カ
ー
を
退
い
て
受
験
体
制
に
入
っ

て
か
ら
と
い
う
も
の
、
悶
々
と
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
、
こ
の
と
き

「俺
は
生
き
て
い
る
ん
だ
！
」と
い
う
実
感

が
突
然
身
体
の
奥
か
ら
湧
き
上
が
り
、
叫

び
回
り
た
い
程
の
衝
動
に
襲
わ
れ
た
の
で

す
。そ
れ
以
来
、
む
さ
ぼ
る
よ
ぅ
に
ア
フ
リ

カ
関
係
の
書
物
を
読
み
あ
さ
り
、
計
画
ノ

ー
ト
は
着
々
と
仕
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
大
学
受
験
は
失
敗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

浪
人
は
し
な
い
と
固
く
心
に
決
め
て
い

た
私
は
、
両
親
の
説
得
を
振
り
切
っ
て
、

夜
中
か
ら
朝
ま
で
は
牛
乳
配
達
、
昼
間
は

築
地
の
印
刷
会
社
の
仕
事
に
就
い
て
、
日

に
二
〇
時
間
位
働
き
ま
し
た
。

仲
間
の
一
人
は
、
早
大
進
学
後
バ
イ
ト

に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
と
は
互
い

に
励
ま
し
合
い
、　
一
〇
〇
万
円
ず
つ
資
金

を
貯
め
ま
し
た
。
ま
だ
大
卒
初
任
給
が
三

万
円
に
満
た
な
い
時
代
の
こ
と
で
す
。

残
る
二
人
は
家
族
の
猛
反
対
で
ア
フ
リ

カ
行
き
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
う
ち
一
人
は
そ
の
後
大
学
を
中
退

し
て
、
南
米
・
ア
フ
リ
カ
の
旅
へ
。
も
う

一
人
は
商
船
大
か
ら
船
会
社
に
入
り
、
仕

事
で
世
界
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。。

結
局
、
４
人
と
も
「カ
ト
ン
ア
の
誓
い
」

に
近
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。
今

で
も
、
年
に
何
回
か
は
４
人
で
集
ま
っ
て

飲
ん
で
い
ま
す
。

＊
ア
フ
リ
カ
旅
行
が
原
点

二
〇
歳
の
春
、
出
港
前
の
船
上
で
私
た

ち
２
人
は

「俺
た
ち
は
、
や
っ
た
ぜ
！
」

と
声
を
限
り
に
叫
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

す
っ
か
リ
ア
フ
リ
カ
に
魅
せ
ら
れ
た
私
は
、

２
年
後
に
帰
国
し
た
と
き

「
こ
れ
か
ら
は

バ
イ
ク
で
世
界
を
駆
け
る
ゾ
！
」
と
心
に

決
め
て
い
ま
し
た
。

以
来
二
五
年
間
こ
う
し
て
旅
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ア
フ
リ
カ
旅
行
が
す
べ

て
の
原
点
で
す
。
大
泉
高
校
で
の
仲
間
た

ち
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
全
く
別

の
人
生
を
歩
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

賀曽利 隆
(かそり ・たかし)
ライター&ラ イダー

局18期。20歳の ときに、バイク

でアフ リカ縦断旅行 を敢行 し

て以来、現在 までに129の国々

を歴訪。

国内で は全国温泉め ぐりやバ

イクでの峠越 えで有名。

旅行記 を中心に著書多数。

この 7月 には、「アラスカ縦断

3000キロ」を走破。

ヽン
～
゛ 嘔へ

…

賀曽禾J隆 ONMF
(http://WWW.insatell.co.jp/kaSOri/)

賀 曽利 さんの活躍が、ホームページでご覧

になれ ます。

画像 と音声 を駆使 した、 とて も楽 しい記事

が満載です。

メールマガジン 『カソリング』 (無料)も 配

信 しています。

ぜひ一度アクセスしてみて ください。

愛 車

`ま
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同
期
会

会
報

精
力

的

に
活
動

を
続

け

て

い
る
同
期
会

の
な

か

に
は
、

寒
本
報
」
を

発

行

し

て

い

る
期

も
多

く
あ

り
ま

す
。

そ

の
う

ち
幾

つ
か

の
期

の
会

報

づ
く

り

の
活
動

を

ご
紹

介

し
ま

す
。

同
期
会
報
の
編
集
会
議
と
カ
ル
チ
ャ
ー

ト
ー
ク
企
画
委
員
会
を
合
同
で
行
う
と
の

連
絡
を
受
け
て
、
開
設
ま
も
な
い

「
い
ず

み
会
室
」
へ
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
会

報
第
３６
号

（平
成
５
年
発
行
）
で
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
２
回
、
同
期

生
の
１
名
か
２
名
が
ス
ピ
ー
カ
ー
と
な
り
、

自
分
の
専
門
分
野
を
テ
ー
マ
に
経
験
や
意

見
を
語
る
集
い
の
こ
と
で
す
。
平
成
２
年
、

同
期
会
で
の
堤
治
美
先
生
の
ご
発
言
を
ヒ

ン
ト
に
、
そ
の
年
の
７
月
か
ら
始
め
た
も

の
で
、
現
在
ま
で
に
２０
回
を
数
え
る
に
至

っ
て
い
ま
す
。

同
期
会
報
も
、
こ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー

ク
が
き
っ
か
け
で
発
行
し
、
会
報
第
１
号

は
、
第
１
回
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
の
報
告

と
第
２
回
の
開
催
案
内
で
し
た
。
以
来
、

次
回
発
行
予
定
の
第
２５
号
ま
で
変
わ
ら
ぬ

ペ
ー
ス
で
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
（ち
な

み
に
、
３
年
毎
の
同
期
会
を
開
催
す
る
年

に
は
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
は
お
休
み
し
て
、

会
報
も
年
１
回
に
な
る
そ
う
で
す
。）

こ
の
日
の
会
議
に
は
７
名
の
同
期
生
が

集
ま
り
、
１１
月
に
予
定
の
ト
ー
ク

（Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
て
介
護
事
業
を
開
業
。

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。）
の
検
討
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
会
報
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
合

わ
せ
ま
し
た
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
で
ワ

イ
フ
イ
と
議
論
を
重
ね
て
い
く
皆
さ
ん
の

姿
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

メ
ー
ル
配
信
も

し
て
い
ま
す

高
校
１３
期
で
は
、
同
期
会
開
催
の
度
に

会
報
を
制
作
し
、
当
日
会
場
で
参
加
者
に

配
っ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
に
開
催
し
た

第
４
回
同
期
会
か
ら
始
め
た
取
り
組
み
で
、

今
年
６
月
の
第
６
回
同
期
会

（１０
面
に
報

告
記
事
が
あ
り
ま
す
。）
で
第
３
号
を
発
行

し
ま
し
た
。
「同
期
会
開
催
実
行
委
員
」
の

う
ち
編
集
委
員
が
制
作
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
特
集
記
事
は
「還
暦
を
迎
え
て
」。

Ｂ
５
判
２．
頁
の
と
て
も
読
み
応
え
の
あ
る

も
の
で
し
た
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
編
集
し
て
お

り
、
同
期
生
の
中
で
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
持
っ
て
い
る
７０
名
程
の
方
に
も
、
メ

ー
ル
で
配
信
し
ま
し
た
。

編
集
に
携
わ
る
楽
し
み
の
一
つ
は
、
同

期
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
。
特
に
創
刊
号
の

「海
外
在
住
同
期

生
便
り
」
は
面
白
い
企
画
で
、
逆
に
悩
み

と
い
え
ば
、
原
稿
集
め
に
苦
労
し
て
い
る

こ
と
。
大
泉
高
生
の
性
分
か
ら
か
、
〆
切

の
遅
れ
が
多
か
っ
た
り
、
急
に
忙
し
く
な

っ
た
と
断
わ
り
の
連
絡
が
あ
っ
た
り
で
、

い
つ
ま
で
も
青
々
と

高
校
２０
期
の
会
報
は

り
ヶ
丘
の
お
宅
へ
伺
っ
た
の
も
よ
い
思
い

出
で
す
。

そ
れ
ま
で
も
、
２０
期
の
仲
良
し
グ
ル
ー

プ
数
人
は
半
年
に
一
度
、
小
さ
な
集
ま
り

を
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
と
し
た
、
卒
業
後
２６
年
ぶ
り
の

同
期
会
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
大
き
な

会
に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
健
康
を
確

認
し
つ
つ
、
容
貌
の
変
化
に
少
し
戸
惑
う

も
の
の
、
卒
業
以
来
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
て

き
た
実
社
会
で
の
経
験
や
日
頃
の
活
躍
ぶ

り
を
話
す
姿
は
、
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、

「遠
方
で
今
回
の
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
人
達
は
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
知
ら

せ
あ
う
よ
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、

会
報
の
発
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

年
に
１
回
、
ス
タ
イ
ル
は
Ａ
４
判
６
頁
、

こ
の
度
、
高
校
２６
期
の
会
員
か
ら
い
ず

み
会
に
１１
万
円
の
寄
付
の
お
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
期
で
平
成
１４
年
２

月
１８
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
松
本
義
文
氏
に

対
し
、
故
人
を
偲
ん
で
今
年
２
月
に
集
ま

ら
れ
た
席
上
、
同
期
の
お
仲
間
で
話
し
合

わ
れ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
、
代
表
の
江

幡
真
史
氏
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

松
本
氏
は
大
泉
高
校
在
学
中
に
図
書
委

員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
無
類
の
読
書
家
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
寄
付
は
母
校

同
窓
会
報

「
い
ず
み
」
に
同
封
し
て
送
っ

て
い
ま
す
。
毎
回
の

「特
集
記
事
」
に
は
、

共
通
の
テ
ー
マ
を
探
し
ま
す
。

①

「緑
葉
」
発
刊
に
あ
た
っ
て

②

「９５
ｏ
・
・
・７
兵
庫
県
南
部
地
震
」

③

「ど
う
な
っ
て
る
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

④
五
十
歳
を
前
に
し
て

⑤
座
談
会

「
フ
ク
シ
っ
て
な
あ
に
」

⑥

「や
あ
い
五
十
路
」

⑦

「２
０
０
０
年
　
古
き
を
尋
ね
て
」

③

「縁
故
知
新
」知
恵
の
塊
、人
生
の
先
輩

特
集
を
読
ん
で
電
話
や
は
が
き
を
下
さ

る
人
も
い
ま
す
。
高
校
時
代
を
共
有
し
た

仲
間
は
思
い
出
に
花
咲
か
せ
る
だ
け
で
な

く
、
今
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
遊
び
方

を
語
り
、
相
談
し
な
が
ら
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
次
の
号

を
考
え
て
い
ま
す
。
（企
画
担
当
者
　
談
）

皆
さ
ま
方
の
期
で
は
、
同
期
の
会
報
は

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
小
欄

を
お
読
み
い
た
だ
い
た
こ
と
を
契
機
に
、

創
刊
に
向
け
て
動
き
出
し
て
く
だ
さ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
望
外
の
喜

び
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（広
報
部
）

在
校
生
の
た
め
に
図
書
室
の
充
実
や
図
書

購
入
費
に
充
て
た
い
と
希
望
さ
れ
、
直
接

母
校
に
申
し
出
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

の
都
立
高
校
の
制
度
上
、
色
々
な
問
題
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
い
ず
み
会
を
通
し
て

現
役
生
徒
に
必
要
な
図
書
を

「
い
ず
み
会

文
庫
」
の
蔵
書
と
し
て
購
入
し
、
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
み
会
で
は
、
よ
り
有
用
な
図
書
を

揃
え
て
ご
厚
意
に
報
い
る
た
め
、
母
校
の

司
書
の
先
生
と
も
相
談
し
て
、
慎
重
に
選

定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

轟総期

輝攀覇ワ濯
て 日
い ま
る で
と に
の 完
こ 成
と で
で き
じ る
た か

毎
回
′い

ム
累
蒙
雛

業
し
た
こ
と
か
ら
、
「
ロ

％
一一一》
け舞
甲

の
４５
歳
と
い
う
年
齢
を

考
え
、
こ
れ
か
ら
も
瑞
々
し
く
若
葉
の
様

に
い
こ
う
１
と
命
名
し
た
も
の
で
す
。
担

任
だ
っ
た
橋
本
精

一
先
生
に
題
字
を
書
い

て
頂
き
た
い
と
の
意
見
が
一
致
し
、
ひ
ば

カ
ル
チ
ャ
ー
ト
ー
ク
は

高
校
Ｈ
期
の
ア
フ
ン
ド
で
す

挙

瑕 躙
|

会議 も無事終わって (高同期)
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月)ラ グビー部応援ホームページ (管理者

高25期大須賀)な どの活動に力日え、全国大

会や関東大会へ向け今秋から来春にかけて

の現役の活躍が期待されますので、OBの

練習支援、応援にも力が入 りそうです。

山岳部
山下 嗣夫 (高9期)

「知床 ・登山とめの旅」

知床の硫黄山は休火山である。山懐に有

名なカムイワッカ温泉が湧出しているし、

中腹の硫黄採掘跡には無数の噴気孔がある。

共に登ろうと語らった仲間を病で失い、追

憶登山と温泉の旅を兼ねて出かけた。

道は荒れ気味で熊も出るという。 7月 で

なお長大な雪渓を渡 り歩 く。稜線に出れば

荒涼として高山の趣が漂う。頂上直下は険

しい岩稜となり、諦めたパーテイも出た。

遥かに眼を転ずれば、青いオホーツク海

「JI琳ⅦI三Jし術J嶋「J

に知床岬巡 りの白い航跡が美しかつた。帰

路は知床峠の先、羅自の 「熊の湯」べ浸か

り、汗と疲れを流した。夜半気 さ知れた民

宿で盛 り上がれば、珍鳥シマフクロウも祝

福にお出ましだ。

天文部
小杉 哲也 (高40期)

天文部 OB会 の定期的な集まりは毎年暮

オヽ 12月29日に実施している忘年会のみと

なっております。毎回、 6～ 8人 程度が集

まっており、天文のことばかりでなく、近

況や雑談を和気謁々と飲みながら話してお

ります。今後の計画ですが、昨年暮れ 2年

毎に行っていた観測会も、主催者多忙及び

連絡体制不備のため、途絶えてしまいまし

た。しかし、天文部OBと いうことも今後

とも続けていきたいので、天文イベントの

ある時ぐらいは活動したいと思っておりま

す。火星の大接近には間に合わないと思い

ますが、達囃鋼端llが整い次第、開始したい

と思いますので、OB会 諸氏の協力を求め

ます。

吹奏楽部
依田 尚子 (高37期)

毎年、吹奏楽部の高校生と合同で行って

いる 「サマーコンサー ト」は、およそ70名

の卒業生が集まる、暑い夏に欠かせない行

事です。また、去る2月 23日に、大泉学園

ゆめりあホールで行われた 「アンサンブル

コンサー ト」も3回 目の今回は月ヽ編成のア

ンサンブルに、のべ68名が参加し、すつか

り冬の定番行事となりました。

不幸な出来事が毎日のように起こるいま

の時代。それぞれのおかれている状況 も決

して楽観できるものではありませんが、気

の合う仲間たちとこうして音を合わせられ

ることを、本当に幸せだと思います。

舞台の上 と客席とで、同じ時間を過ごし

に、いちどおいでになりませんか ?

7月に7組で70歳の祝い

金子 研一 (高20期)

イヽ山先生の古希の祝いを兼ねて、30年ぶ

りにクラス会を原宿の宮本君の店で開きま

した。連絡はメーリングリス トで (先生 も

参力齢行い、51人中25人の紳士が集まりま

した6

離 だつたつけ?」 からはじまり、大久

保君のドスの利いた司会、なぜか古希には

紫色の帽子 という鈴木豊君の講話 と、遅 く

まで話ははずみました。ガヽ山先生の、「言わ

れた方はいつまでも覚えていることから、

教師の発言の重さをあらためて感 じた」と

の言葉が印象的でした。

最後に、7年 後の 7月 に、先生の喜寿 (77

歳)と 我々の週替を共に祝おうと、再会を

約束して解散しました。

心よりご冥福をお祈りします。

お知らせ
■高 15期同期会

平成16年11月に開催予定

詳細は後日各自に連絡します。

■高20期同期会           '

来年は 5年 に一度の同期会の年にあたり

ます。秋頃をメドに計画したいと思ってい

ますので20期の皆さんお楽しみに !

詳細ははがきにてお知 らせします。

■高29期同期会

来年 (平成16年)4月 開催予定

詳しい日程等は各自に連絡します。

問合せ 。大久保 靖

Te1  042-336-5916

■お願い

同期会 00BOG会 ・

先生を囲む会 。有志の

集まり等同窓生の会合

の開催の情報をお待ち

しています。いずみ会

窓口までご一報を !

中1期 奥川 純一

中2期 安藤 雄一

中2期 榎本 滋民

中2期 大谷 喜啓

高1期 加唐(松本)海人

高4期 江上 茂

高4期 戸田 正

高5期 川和田修二

高5期 榊原 剛

高5期 片桐(中山)恵美子

高6期 中矢 博行

高6期 鈴木 俊明

高6期 山口 彦次

高7期 永島 信敬

高8期 辻  志郎

高9期  岡本 康男

高10期 中村(熊谷)多見子

高10期 根橋 徹郎

高11期 西村 賢一

高11期 田中 直樹

高11期 五田 敏兼

高12期 阿部(藤井)久子

高13期 宮永 和夫

高14期 伴  隆徳

高15期 中村 一弘

高16期 高橋 祥枝

高18期 関  勉

高18期 佐久間 健司

高22期 森泉 一男

高26期 河合 浩

高27期 小川(林)恵理子

高28期 丹生(佐藤)悦子

高28期 今井 博之

高29期 山本(柴田)恵理子

高30期 篠原 裕

高31期 浦野(八橋)里佳

平成14年3月16日

平成14年11月3日

平成15年1月16日

平成15年4月13日

平成13年9月27日

平成15年1月

平成15年7月 8日

平成15年6月30日

平成14年12月22日

平成13年11月23日

平成14年3月

平成15年1月 5日

平成14年8月 3日

平成14年1月23日

平成15年6月 7日

平成12年4月13日

平成15年3月 8日

平成14年7月23日

平成15年6月 3日

平成14年7月

平成14年7月 4日

平成14年10月24日

平成14年4月 4日

平成10年11月30日

平成 6年11月5日

平成13年11月24日

平成14年8月26日

平成11年8月27日

平成14年5月

平成14年2月 1日

平成15年5月12日

平成15年7月 5日

平成9年 9月13日

平成15年6月26日

平成14年8月16日
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かを学んだり感じたりしながら、生き生き

と生活している方が多いのは嬉しい事です。

病気を克服した方やリハビリ途中の体験

談には、皆が耳を傾けました。

何でも率直に話せ る、心の温かい友人達

に出会える集い、これが 8期 の同期会なの

です。

驀:卒芋後40年
辮::

第 9回 目の同期会を平成14年11月23日、

50余名参加のもと、小り|卜原田 ・堤各先生

にもカロわって頂き池袋で開催した。

卒業後40年 ということである力ヽ 第 10回

同期会が還暦の年に開催予定であることも

ふまえ、メインテーマは特別に設定せず、

もっぱら旧友 との会話を楽しんでもらうこ

ととし、約 1年 かけて準備を進めた。幹事

クラスはB組 であるが、いつもと同様、各

クラスから数名ずつの協力を得て進めた。

卒業時には350名いた同級生が、死亡、行

方不明等で次第に減 り、案内状の発送数は

250通 になり、出欠等の回答は1"嗜 からし

か得られなかった。

第 9回 目にして初登場の仲間がいる一方、

皆勤賞 もいる状態で、話に花が咲いた。現

役の頃ほど我々との年の差を感じなくなっ

たが、お元気な 3人 の先生たちのスピーチ

も、お出かけ前にあわてて卒業アルバムを

見てきたに違いないと思われる内容 もあり、

爆笑の渦であった。次回は平成 16年11月、

幹事クラスはA組 です。

これからも挑朝t!

角原 佑一

各クラス幹事21名が集まり、同期会を11

月23日、日上ヒ谷公園内松本楼での開催 と決

定。夏の暑い最中の案内状の作業、開催ま

での 5回 にわたる打ち合わせを経ての成功

は幹事の協力 と努力無 くしてはありえない

と感謝の気持ちで
一
杯だ !

当日は鮮やかな紅葉に囲まれて16時30

分開宴。出席者は宇高 。大橋 。近藤 。中山・

永嶋の諸先生 と同期の110名。いつも感 じ

ることだが、先生方のお若 く元気で体型の

変わらぬことだ。出席者の中より声しきり。

俺たちよりお若いよ !会長である角原より

挨拶。これからは未知の世界、それも魅力

ある世界へのり戦 その為には健康に注意

して、元気に行こう !これに合わせて全員

翻
難
靭

文 武 人生より難しい芸術はない

山本 章義

今回は螂期生全員が公平に還暦を迎え

た 4月以降という事で、 6月 14日 (土)帝

国ホテル 「蘭の間」でコ啓記念を兼ねた 6

回目の同期会となりました。出席者は68名

と、高橋 (茂)。森谷 ・須田・倉園の 4先生

方にお越し頂きました。

田中昇次氏の司会で会が始まり、まず山

本代表幹事の挨拶、実行委員の紹介後、ご

来賓の高橋先生を筆頭に先生方の近況報告

を話して頂きました。何度か入院された須

田先生からは病気と闘うのではなく、共生

するのだと革新的な話を伺い、理に適つて

いると思いました。

欧州出張から当日帰国して駆けつけてく

元気良 く好みのアルコールと料理に突進

勿論松本楼名物のカレーライスも用意済み。

一息ついた所で恩師の挨拶。高校時代そ

のままの喋 り方、そして動作。嬉しくなっ

てしまう。さらに日本医大教授の吉野君よ

り 「今後の人生楽しく過ごすには笑うに限

る」という講話もあって、あっという間に

3時 間。恒例の中山先生指導の下、校歌を

歌って幕が下 りた。

本年度のOB総 会 は 7月 12日開催され

ましたが、グランド状態が悪 く現役との交

流試合は出来ませんでした。しかし、現役

れました初参加の諏訪氏の音頭で乾杯。今

回もイベント等は省略し、後は自然に歓談

の輪が広がりました。卒業以来初めて参加

した人も数名おりまして、先生方や皆さん

との42年ぶ りの再会に花を添えていまし

た。また須田先生がご持参下さったのっペ

ら棒の 「大学ノー ト」であった学級日誌を

めくりながら、どなたも思い出に胸が膨ら

んだことでしょう。同期会開催記念 として

13期会報第 3号 も 「還暦を迎えて」特集 と

し、斎 子しました。

三倍お得なクラス会 ?

江口 乃一郎

03年 1月 19日新宿にて 8年 ぶ りの同窓

会を開催した。出席者は50名を超えた。(体

重で考えれば高校時代の

“

人分 ?失 ネL!)

こういう会の面白いところは、最初は異

常によそよそしく時間が流れるのが長 く感

じるものの、会が終わる頃には大騒ぎして

みんな時間を惜しむように変化していると

ころだ。遠方から来てくれた者 も多 く、久々

の旧友との会話をかみ締めていた。

途中誰かの提案で、 1年 、 2年 、 3年 、

と年次別でクラスに分かれて当時の話題に

花を咲かせた。これはとても良いアイディ

アであったが、自分が何組かも忘れてしま

っている 「お惚け」君も多いのには、20年

以上 という時の長さを感 じさせられた。

短いながらも笑いの絶えない中、イ中間同

士で各々の現在や生き方を語 り聞きながら

純粋に大事な何かを得ること力`出来た。言

葉では言い表すことは難 しいが 「活力」 と

でもいえば良いのかもしれない。

恩師も何人かf」LIFしているだけでなく、

残念なことに僕 らは既に 5名 の仲間を失っ

ている。彼らの死から、僕 らは命の尊さを

改めて知 り生きていく。

との懇親会は赤松、石川副会長 (高18期)

や秋田高校OB代 表 も参加し、盛大でした。

現役は少数精鋭を誇っていますが、鎌田

監督 (体育科教諭)を 支援すべ くOB会 で

コーチ陣 (高25期吉川 。井口 。大須賀)を

任命しました。小石り|1高校 と現役、OB定

期戦 (6月 )秋 田高校 OBと の交流試合 (11

口B・口G会

ラグビー部
酒井 陽三 (高18期)

輿1大1剰1脅1棋1象|‐l‐1期1ヨ調 lα

次回も数多 くの者が出席できるように。
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同期会だより

71歳になりました

矛積本寸  啓

全員が古希を迎えた昨年、何十年ぶりか

で開いた同期会。57人が集まった。今年 4

月26日 (土)正午、東武バンケットホールの

再開第2回に顔を見せたのは45メぃ うち初

参加が12ノに ~見 それと分かる人、名乗 り

あって初めてお互いを確認できる人。会合

で一番貴重だったのが、胸のプレー ト。

中学 4期 を含む高校 2期 の我々141丸

戦中 。戦後をそれぞれに生きて、今なお所

在の分からない人が20人。手を尽 くして捜

しているのだ力ヽ この 1年 に分かったのは

たったの 3人 。そして17人が幽冥、境を異

セこしている。

錫 |ま不口やか|こ、 静 日,芯の盤&り」三がり。

昭和 19年入学時に一緒でその後、疎開 。転

校。今浜松に住んで、59年ぶ りに顔を会わ

せたK君 。時間とともにかつての面影～い

たずらっ子のそれが甦る。

2時 間はあつという間に過ぎて、次回幹

事を高橋宏、近藤恭通、柴田早苗の3君に委

嘱、散会。まだ明るく、二次会で酪酎した

グループも幾組か。71歳になりました。

今年の同期会 は11月16日 (土)12時30分

より新宿野村ビルのホテルオークラ宴会場

で 『古き良き仲間」  が集まり盛大に行わ

れました。今年は古希の歳でもありなんと

ご案内した1“名の38%の 55名が豹 ■され

ました。

会は山岡幹事の挨拶に始まり我らのマ ド

ンナ (大城さん 。宮崎さん)2名 の発声で

の乾杯、その後歓談に入 り、後段では卒業

以来始めて来 られた方、数十年ぶ りに来ら

れた方からの挨拶、最後に校友の歌を全員

で合唱 し験 を約し、曲 しました。

今回は会場が狭 く沢山の方に参加してい

ただいたので、座席が十数席しかとれず心

配していたのですが、殆 どの方が 2時 間の

間立ち放 し状態であったにも拘らず、元気

0こ最後まで歓談して会を盛 り上げて頂き、

感謝しております。

欠席者の中には病気療養中の方も多 く、

一日も早 く回復さオヽ 同期会に出席出来る

様お祈 りしております。

私達高校 4期 は卒業50周年を記念し、平

成14年11月 18日～19日、西伊豆土肥温泉に

一泊二日のバス旅行を行いました。参力EIA

員、男性30名、女性 7名 。この記念行事

は、比嘉実行委員長のもと約 2年 の準備期

間をかけました。

当日は練馬、減 ガヽ田原で参加者を拾

いましたが、だヽ野康彦君は神戸から、高木

員悟君は名古屋からの参加でした。箱根芦

ノ湖遊覧を経て、土肥温泉 「玉樟園」に定

刻どおり到着。バスの中では、A3判 に拡

大した50年前のクラス別卒業写真パネル

をながめ、懐かしく当時を回想。夜は、同

期物故者への黙蒔後宴会を開始。余興の「ビ

ンゴ」賞品も最下位で 「アジの干物」、会場

は大いに沸きました。また、懐かしい話は

尽きず、二次会も夜遅 くまで続きました。

翌日は、富士の展望を期待し西伊豆スカ

イラインを経由するが、生憎の曇りで富士

は見えず、韮山の江川邸見学の後帰路に。

平成15年度同期会での再会を約し、記念品

の 「ラジオ歌謡ヒット・ソング集CD」 卒

業記念写真の複製 (B5判 )を 手に、別れ

を'階しみながら順次解散しましたが、本当

に楽しい二日間でした。

昭和28年卒業以来半世紀ぶ りの修学旅

行会 と名づけて平成 14年10月31日～ 11月

1日箱根湯本温泉ヘー泊
二日の旅をしてき

ました。約3∞人の同期生に予備調査をし

ましたところ、約2∞人から返事がありま

したが、健康上の理由、家庭の都合などで

参加が難しい方も多 く、結局28名での旅 と

なりました。

一日目は新宿からのスター ト。卒業以来

始めてという人達 も50年の時間を取 り除

くことが出来、和やかにうちとけてのロマ

ンスカーの車内でした。新宿のデパ地下で

おやつと飲み物を調達したのは言うまでも

ありません !

宿に着 くと、箱根の大自然の中で、日々

の煩わしさを忘オヽ 展望大浴場や露天風呂

に身を沈め、おいしい食事をいただき、専

用ホールを貸切状態でカラオケとダンスに

興じ、旧友達 と帰 りの時間を気にすること

なくゆっくりと楽しいひとときを過ごすこ

とができました。

翌日は生憎の天気で時折傘をさしての旅

となりましたが、予定通 り、登山電車 。ロ

ープウエイ ・芦ノ湖遊覧船 と乗 り継いでの

箱根一周。故障する人も無 く全員無事楽し

く旅を終えることができ、幸いに思います。

4月19日 (土)に半蔵門のダイヤモンドホ

テルで、 2年振 りの同期会を開催しました。

土屋先生 。畑野先生 。中山先生 も出席して

下さいました。

山の手線を離れての会場は初めてでした

が、地下鉄網が発達しているので、多方面

から便利にアクセス出来て好評でした。二

次会も同ホテル内の男」会場で行いました。

8期 は卒業後20奪イ立までは 5年 毎、 それ

以降は凡そ 3年毎に同期会を開いているの

で、思い出話よりはお互いに今を語 り合う

事が多い様です。

畑を借 りて色々な野菜を育てて収穫する

喜びを知ったり、男性の料理教室に通い料

理開眼をしたり、大学の社会人講座で歴史

や語学の勉強をしなおしたり、世界遺産を

辿る旅をしたり、時間の有効利用の仕方は

様々です。会社人間を卒業 しても、日々何

高
灘
期

通
固
資
ま
期

番立大泉嵩積第2翔11白丼泉中学校第4期同期会|“1東武′ヽンクツトボ■ル 平,1‐541,1,日

古き良き仲間達
今を語り合う

宇田川



平成 15年(2003年)10月 1日 発行 会報 tヽず み 第47号 12

1131月12161白ltl白,||,チみ会総会1懇親会|のご案内

(1ヨ醍)    (1虜西)
愛  3。 3 (大泉があったかい )
懇親会は 「3の 会」がこれでもかと温かいおもてなし

心のこもった温かい鴨鍋。盛りだくさんの料理。練馬大根の本格焼酎。

清酒吟醸練馬。あの阪神タイガースゆかりの酒・麦酒などを飲る。(格安提供)

ソフトドリンクもいろいろ用意。お楽しみいただけます。

人間ビンゴ。ボウリング大会に参加して面白い賞品をゲット。

現役のプラスバンド部の演奏を聴き。ブラスバンドと
二緒に思い切 り歌う。

一 先輩も後輩も同期もみんな仲間にしちゃいましょう。一―――

と き  平成15年10月26日 (日)(13時 ～16時)

ところ  母校 (2F)大 会議室 ・視聴覚室

参加費  中 1期 (S20年 卒)～ 高42期 (H2年 卒) @2500円

高43期 (H3年 卒)～ 高52期 (H12年 卒) @1000円

高53期 (H13年 卒)～ 高55期 (H15年 卒)  無料

今年の運営幹事は、卒業期の下一桁に3が つく 「3の会」です。

高校 3期 (S26年 卒)か ら高校53期 (H13年 卒)ま での 6期 です。

今年は遠足とお祭りの気分で盛 り上げます。皆様、楽しんでください。

ご出席の方は同封のハガキでご返事 ください (10月 15日まで)
いずみ会 会長 石井 岱三 (高6期 )

「3の 会」 会長 長谷川浩吉 (高3期 )

人差指世代か ら親指世代 までの

ネ ッ トワーク

ようこそいずみ会
ホームペニジヘ

こんにちは、ようこそ 「いずみ会ホーム

ページ」へおいで くださいました。勿論

http://www.iZumikai.net/ をご存じで

すね。このホームページは、いずみ会の情

報公開のために作 られています。平成13年

に立ち上が りましたが、すこしずつ会員の

皆様に周知されつつあります。さて、いず

み会においては2万余名の会員が同じレベ

ルで連携し活動 (ネットワーク)す ること

は非常 |こ難しいことで、現在、会員本目互の

交流の場は、総会 ・懇親会が最大規模であ

り、参力rlA数は2∝陥程度です。こういった

交流 も、生の声を聞き、暖かみを感 じるこ

とには少し物足 りないですが、このホーム

ページを媒介 して行 うと無限の可能性を有

するものと考えます。人差指でキーを叩く

世代 も親指一つでことをすませる世代 も同

じ世界を共有できるのです。今のところい

ずみ会ホームページは会からの情報提供が

主ですが、段々に会員の皆様の情報をお送

り頂き、輪を広げていきたいのです。人間

の感情には喜怒哀楽 と悩みがあります。こ

のホームページによるネットワークを通し

て、会員力沐目談し、問題解決 したり、癒し

あったり、同情 しあつたりしたいではあり

ませんか。楽 しみを与え合い、悲しみは分

散しあい、喜びは享受しあい、悩みは解決

しあおうではありませんか。

さて、ホームページを見られない頑固な

お年寄 りにホームページを見られるように

丁寧にご指導いただける会員の方はいらっ

しゃいませんか。先輩の会員の皆様、ホー

ムページに半歩踏み出してみませんか。

母校のHPが 開設されました。

名簿部の平成14年度の締めくくりとし

て、平成15年 3月 16日 (日)、「名簿幹事の集

い」が、石神井公園駅前の 「区民センター」

で開催されました。

例年、 3月 の部会は、親睦が主なのです

カミ 今年は、『いずみ会2000年名割 発行か

ら3年 を経て、もし、2005年 に次の名簿を

指 子するなら、どういう形にするか、7月・

11月の部会で、検討を重ね、そろそろ結論

を出さねばならない時期である事、「名簿

部」の名称変更 (5月 の幹事総会で、「会員

情報部」と改称が承認された)の 件等、持

ち越しの案件が多く、活発な意見が出され

ました。石井会長はじめ6人 のゲストも出

席され、理事会の意向が推察でき、また、

前名簿部長の吉田氏のお話も有益でした。

総勢43名、後半 1時 間は、高 2期 、桜井

宏氏 (現会員情報部部長)の 乾杯の音頭に

始まる、楽しい歓談のひとときでした。来

年は、ぜひ、若い期の幹事さんの出席をお

待ちしています。名簿へのイメージの違い

など、おおいに話し合いましょう。
(高9期 :大軒史子記)

lは薦la翼夢
手伝いを

いずみ会は年々会員数を増 し、大きな会

になってきました。理事会では会員‐人一

人の声を聞き、活動に反映をしていきたい

と思っています。しかし酔 ソヾコンの普

及と共に、メール通信による業務が多 くな

り、活動のスピー ドもどんどん速 くなり、

理事会メンバーだけでは十分な対応が難 し

くなってきています。しかしいずみ会はい

ずみ会員による運営が基本ですので、出来

るだけ会員の皆様のお力をお借 りできれば

と考えています。いずみ会では理事会 と一

緒に事業遂行をしてくださる、事務局幹事

さんを募集しています。

次のお手伝いに協力をお願いします。

・パソコンでワー ド・エクセルソフトが使

え、メール通信ができる。

・録音テープからワープロまたはパソコン

に文章をおこすことができる。

・総会や懇親会等会合の受付補助ができる。

・週に2～3日、いずみ会室で留守番ができ

る。

・ホームページ作 りとアイディアとスキル

を提供できる。

難しくお考えにならず、いずみ会を色々

な面から支えてあげようというお気持ちで

ご協力 ください。

醐 、ご感想、住所情報等は下記の方法

で連絡をお願いします。

●同封のハガキにて、お寄せ下 さい。

●郵便 〒178-0063練馬因耗場謳-34-30

SKビ ル3“号 いずみ鋼室

●FAXな ら、  03-3920-2374

● Eメーリレなら、:zumlk● :@v7.com

口編 集 後 記

異常冷夏の 8月 が終わり、新学期が始ま

ったとたん、まるで真夏に戻ったかのよう

な厳しい残暑が続 く中、会報編集は最後の

追い込み作業に入っています。

そもそもこの会報は、ホームページと並

び会員といずみ会 とをつなぐ最 も大切なメ

ディアであると考えます。いずみ会からの

お知らせばかりに偏ることなく、会員本目互

の交流や連携の場 として、また母校や会員

に関する情報提供の場 として、年に一度の

会報をますます充実させたいと広報部一同

念願しております。皆様 も、同窓生や母校

に関するさまざまな話題、情報をどしどし

お寄せ下さい。そ繊 S、さまざまな年代、

立場を反映した、より内容の濃い会報に繋

がるのでは右ル ■ヽ0し ょうか ?

■広報部会報班 J日 二俊人 (高11期)、森田

陸四郎 (高15期)、荒井真理子 (高四期)、

植村久 (高21期)、大久保靖 (高29期)、仲

沢浩一 (高32期)

http://www・OiZumi―h.metro.tokyo.jp/

名簿幹事の集い報告

印刷所//一光F闘J所 803-3953-3336


